
77-244577-1 2 1 2

77-1212

77-4141

77-0144

77-2737

77-1 162

77-0100

77-1213

77-1681

77-2216

77-2738

77-3328

77-2360

77-1214

77-2839

77-2241

77-51 13

77-2424

77-2366

080-8392-0073 090-5128-3440

0120-2589310120-063931

2022.7 第 302 号

お米体験学習お米体験学習



すくらむ 7 月号 .NO.302

—1—

理事会議案及び内容について
５月 27 日　定例理事会 議案及び内容について

議案第１号　令和３年度　決算監事監査回答について

議案第２号　令和３年度　ディスクロージャー誌の開示について

議案第３号　令和４年度　第１／四半期実績検討調書について

〇事業利益 11,971 千円（当初計画対比 70％）、当期未処分剰余金 28,383 千円（当初計画対比 110％）の

実績でした。

議案第４号　夏季賞与支給について

議案第５号　個人情報保護方針の改正について

議案第６号　個人情報保護法等に基づく公表事項等の改正について

議案第７号　個人情報取扱規程の改正について

議案第８号　特定個人情報取扱規程の改正について

〇議案第４～８号　個人情報保護法の改正によるものです。

議案第 11 号 貸出要項の一部変更について

〇農業生産力の増大、生産性の向上を図るための生産基盤の整備等に支援していく為の、地方公共団体資

金の変更です。

　【報告事項】

・コンプライアンス・プログラム実績報告について

・「再発防止策（兼整備計画）」取組状況報告書（４年４月分）について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　全議案が可決、承認されました。

　６月２日（木）に綾小学校近くの圃場にてＪＡ青

年部盟友と綾小学校５年生児童とで“田植授業”が

行われました。これから児童達が観察や管理を行い、

１年間の農作業体験を通じて農業の大変さや収穫の

楽しさを勉強していきます。晴天にも恵まれ、初め

て田植体験をする児童も居て、様々な表情を見る事

ができました。

　田植終了後には、児童から「成長が楽しみ」、「機

械で植えるのは早かった」などといった感想が聞か

れました。

　５月中旬に植えた野菜の苗と合わせて今後の成長

が楽しみです。

お米体験学習開催
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　ＪＡ綾町青年部は５月 27 日 ( 金 ) に開催された食育や

地産地消の在り方について話し合う「宮崎の食と農を考

える県民会議」にて表彰を受けた。この会議には食と農

林水産業に関する幅広い関係者が会員となっており、オ

ンラインを含め約 100 名が参加している。

　ＪＡ綾町青年部が受賞した宮崎県食育活動功労者表彰

は食育や地産地消について大きく貢献している個人や団

体に対して表彰を実施している。

　表彰を受けたＪＡ綾町青年部　森久保 貴部長は「栄誉

ある賞を頂けたのは青年部の先輩方、地域の方、各関係

機関のご理解と協力を得て、受賞につながったと思う。有機農業の綾町であるため、無農薬・無化学肥

料のお米作り経験を通して将来を担う子供たちを育てていきたい。今後も力を入れて取り組みたい」と

話した。

　６月２日 ( 木 ) に綾町農協資材課前にて、肥料の即売会が開催さ
れました。
　毎年この時期に行われる即売会は２回に分けて開催され、今回も
予約での販売となりました。
　朝９時からの販売でしたが、早くから組合員の方々がお見えにな
りました。
　担当者は「資材の高騰や今後を見据え、例年よりも多く購入され
る組合員が多い」と話しました。

食育功労賞受賞

肥料の即売会開催
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令和４年６月期子牛セリ市結果
　６月 13 日～ 14 日の２日間、ＪＡ宮崎中央家畜市場に於いて開催されました。

　今回のセリ市には、綾町より雌子牛 45 頭、去勢牛 53 頭、合計 98 頭が上場致しました。

　セリ市につきましては、前回に比べて 26,387 円安くで取引されました。

　畜産基盤維持の為に生産性向上並びに母牛更新が必要になりますので、優良繁殖雌の保留と導入に努めましょ

う。購買者も宮崎中央家畜市場（綾町）特有の血統を望んで購買に来られますので、期待に沿えるように指定交

配を遵守し、耕富士・富久竜・満天白清中心の母牛群を構築できるように御協力下さい。

綾町価格

性　別 1日目 2日目 全体平均 市場平均 差額

雌 552,961 533,615 544,793 580,683 -35,890

去　勢 650,145 642,096 645,741 680,116 -34,375

平　均 559,610 559,156 599,387 637,463 -38,076

３町比較

性　別 綾　町 国富町 差　額 高岡町 差　額

雌 544,793 600,275 -55,482 576,964 -32,171

去　勢 645,741 687,481 -41,740 693,128 -47,387

平　均 599,387 654,371 -54,984 637,879 -38,492

価格対比

性　別 前　回 差　額 前年同期 差　額

雌 562,330 -17,537 702,726 -157,933

去　勢 701,555 -55,814 818,755 -173,014

平　均 625,774 -26,387 757,518 -158,131

キャトルステーション

性　別 頭　数 平　均 １日増体

雌 20 540,705 0.81

去　勢 21 636,323 0.93

平　均 41 589,680 0.87

令和４年６月（めす）【種雄牛別】 令和４年６月（去勢）【種雄牛別】

順位 種雄牛 平均体重 平均日齢 平均価格

1 二 刀 流 301 294 808,500

2 耕 富 士 286 292 696,080

3 清 福 姫 307 288 653,400

4 清 正 秀 291 288 650,222

5 富 久 竜 276 286 635,594

6 福 晴 茂 292 286 595,193

7 神 照 栄 278 286 561,176

8 勝 光 美 279 289 544,215
9 満 天 白 清 276 292 536,910

10 勝 美 利 266 296 480,446

順位 種 雄 牛 平均体重 平均日齢 平均価格

1 耕 富 士 322 276 794,310

2 清 福 姫 304 268 728,383

3 二 刀 流 301 288 726,400

4 福 晴 茂 320 269 706,224

5 神 照 栄 310 277 692,206

6 清 正 秀 303 282 690,800

7 勝 光 美 307 277 678,480

8 満 天 白 清 300 274 658,479

9 富 久 竜 304 279 632,683
10 勝 美 利 298 280 623,488

令和４年６月（めす）【母牛別】 令和４年６月（去勢）【母牛別】

順位 母 牛 系 統 平均体重 平均日齢 平均価格
1 美 穂 国 289 287 617,838

2 秀 菊 安 284 292 594,000

3 耕 富 士 272 291 566,940
4 忠 富 士 286 292 556,740
5 富 久 竜 255 288 550,550

6 勝 平 正 275 290 548,447
7 満 天 白 清 259 292 530,200

順位 母 牛 系 統 平均体重 平均日齢 平均価格
1 秀 菊 安 305 278 687,632

2 美 穂 国 312 272 684,712

3 満 天 白 清 287 282 682,489
4 勝 平 正 305 273 681,570
5 耕 富 士 297 275 680,526

6 富 久 竜 300 284 675,675
7 忠 富 士 313 274 645,866
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令和４年６月期綾町子牛品評会

　令和４年６月 16 日（木）にＪＡ宮崎中央家畜

市場にて、６月期子牛品評会が開催されました。　

品評会には、各地区自慢の子牛を出品し、序列を

競い合いました。今回の品評会は雌牛 24 頭で審査

が行われ、綾町からは、２頭出品致しました。結

果については右記の通りです。

　今年度・来年度の宮崎経済連実施講習の参加者を募集します。

参加は５名一組となっており集まり次第、随時、仮受付を行います。

※不定期開催となるため、日時については申し込み後の予約次第となりま

す。

　ご了承下さいませ。

詳しくは農機具センター迄　ＴＥＬ７７-２７３８

雌　牛　の　部

等　級 氏　名 血　統

1等賞 淵本　太一 満天白清 × 耕富士 × 百合茂 × 安平

2 等賞 上村　正行 耕富士 × 秀菊安 × 忠富士 × 福之国

　生産者の皆さん毎日の作業お疲れ様です。病害虫の発生に十分注意し、発生初期の対応を心がけ、秀品生産
を目指しましょう。

　　１.日向夏の管理
　　１）水管理
　　　　�　夏季に乾燥が続く場合や、傾斜地・耕土の浅い土地など乾燥しやすい園地では定期的にかん水を実

施して下さい。また、かん水設備の無い園地は、梅雨明け前に敷きワラ、敷き草を行い土壌の水分蒸
散及び養分の流出を防ぐ様にします。

　　　　�　土壌が乾燥状態となると、果実肥大が不良となりホウ素欠乏等の微量要素欠乏も発生しやすくなる
ので注意が必要です。

　　２）葉面散布の実施
　　　　　果実肥大、緑化促進のため、葉面散布を実施します。
　　　　　果実肥大…尿素 500 倍またはパワフルグリーン２号 800 倍　
　　３）夏季剪定
　　　　��　剪定が不十分な園地では補足的な剪定を実施します。方法は内部まで十分に光が当るように間引き

剪定を行って下さい。太い枝の切口については癒合剤の塗布を行って下さい。アルミホイルを被せて
おくと新梢の発生を抑えることが出来ます。

　　４）病害虫駆除
　　　　　８月より袋掛けを行いますが、袋を掛ける際はハダニの防除を徹底しましょう。
　　　　使用薬剤…生産指導課果樹担当までご連絡下さい。

　�　２.スイートスプリングの管理
　　１）病害虫防除
　　　　�かいよう病類似症の発生が見られます、銅欠乏対策として銅剤散布は実施します。
　　

　�　３.台風対策
　　　これから台風の時期となります。事前に対策を行い、被害を抑えましょう。
　　　―対策―
　　　・排水溝や土どめ対策を整備し、階段の崩壊や土砂の流出・流入を防ぐ。
　　　・幼木、若木や高接ぎ樹などは太い竹で支柱を立て結束する。
　　　・防風林の補強手入れを行う。
　　　・台風通過後は、倒伏樹は速やかに引き起こし、覆土したうえで、かいよう病等の防除を実施する。

果樹園の管理

病害虫名 使用薬剤 使用倍数 使用方法

かいよう病
Ｚボルドー 500 倍

混用散布
バイカルティ 1000 倍

大特牽引免許取得しませんか？
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　早期水稲につきましては、７月末より収穫が始まります。上位等級確保の為に病害虫防除と畦畔管理行って

いきましょう。

■いもち病（葉いもち病）

　６月の発生予報では平年並みとのことであります。	

　梅雨により曇雨天が続き、いもち病が発生しやすい条件下にありましたので、発病が確認されました

ら速やかに防除を行いましょう。

■斑点米カメムシ類

　等級格付け低下の主因はカメムシ被害です。液剤散布の場合は穂揃い期とその７～ 10 日後の２回防

除が必要ですので、散布を行っていきましょう。なお、カメムシの発生が多いや、収穫が遅い圃場につ

きましては更に防除が必要になる場合があります。

　畦畔の雑草はカメムシ類の生息域になります。周辺圃場への配慮として、しっかりと除草をお願いし

ますが、収穫時期が近づいたら逆に本田への飛び込みを助長させる可能性がありますので、除草は控え

薬剤散布時に畦畔雑草への散布をお願いします。

■いもち病とカメムシの同時防除の場合

　普通期水稲は生育が早い分７月の下旬頃が中干し時期となります。分けつ数が１株当たり 25 本程度

になった頃が適期となります。中干しの目的は以下のとおりです。

　　１　土壌が酸素不足（還元状態）になることで発生する硫化水素などの有害ガスの除去

　　２　根への酸素供給により活力を高め下層への根の伸長を促進し、倒伏や耐候性を高める

　　３　アンモニア態窒素（地力窒素）の供給を抑制し、過剰分けつを防ぐ

　　４　土を硬くして、穂肥施用や刈り取りなどの作業性を高める

　必要以上に土を乾かし、亀裂が大きくなっている圃場が見られます。大きな亀裂はせっかく張ってい

る根を遮断してしまいます。また、漏水も多くなり、水を必要とする登熟期に水分不足を起し品質低下

にも繋がります。高温で日差しの強い時期での中干しになりますので、こまめに圃場の見回りをお願い

します。

■スクミリンゴガイ対策

　スクミリンゴガイの発生が懸念される圃場につきましては、スクミノン（１～４ｋｇ /10 ａ）を施用

して下さい。十分な湛水状態で圃場均一に散布します。散布後は、７日間はかけ流しや落水はしないよ

うにして下さい。

水稲管理について

早期水稲について

普通期水稲について

農薬名 使用倍数 使用時期 対象病害名

ビームバリダゾル 1，000 倍 収穫 14 日前まで いもち病・紋枯れ病

ビームゾル 1，000 倍 収穫 7日前まで いもち病

農薬名 使用倍数 使用時期 散　布　量

スタークル液剤 10 1，000 倍 収穫７日前まで 150 リットル／ 10 ａ

農　薬　名 使用倍数 使用時期 散布量 対象病害虫名

スタークル液剤 10 1，000 倍
収穫 14 日前まで 200 ㍑／ 10 ａ

カメムシ

アミスターエイト 1，000 倍 いもち病、紋枯病、稲こうじ病
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　梅雨も明け始め、本格的に暑さがやってくる時期となりました。生産者の皆様におかれましては、次

作に向けて準備等あるかと思われますが暑くなる時期ですので体調管理には十分気を付けて頂き、作業

をお願いします。

また、肥料等の資材が高騰していますので、土壌分析を実施し土壌の状態を知ることで、少しでも無駄

をなくし次作に向けて効率のよい栽培につながる作付けの準備をお願いします。

●雨除け・露地栽培について

　摘芯を行う際は、芯を摘みすぎると樹勢低下につながり病害虫発生の原因となってしまいます。ある

程度は放任でつるの伸びを見ながら芯は摘むようにして下さい。

　また、天候が悪く、農薬散布のタイミングを見極めるのが難しいかと思われますが、病害虫の発生を

最小限に抑えるためには定期防除が必要です。タイミングとして、天候の悪い日が続いた後の晴れ間で

の散布は、樹が弱っているためなるべく控えていただき、最低でも半日～１日は晴れ間に当てて慣らし

てから散布を行って下さい。散布を行う時間について、薬害の発生を防ぐため温度が 30℃以下になる

夕方にお願いします。

　収穫につきましても、太りが早いため２度収穫の実施をお願いします。収穫したきゅうりにつきまし

ては、直射日光の当たらない涼しい場所での保管をお願いします。

●潅水管理について

　雨が降っていたり、天候がすぐれなかったりするからと言って潅水を極端に控えることはやめてくだ

さい。胡瓜は水分でできているため、実を太らすにも水を使いますし、日中の暑い時期は特に蒸散を活

発に行っているため葉からも空気中に水分を吐き出しています。雨除け栽培についてもハウスが開いて

いるため土壌水分の乾きも早くなります。そのため胡瓜が持ち出した以上に水はあげてください。潅水

についても１日に１回ではなく、数回に分けて行いましょう。その際の肥料は 1 回目の潅水時に入れる

ようにして下さい。

　また、気温が上がることで蒸散量が多くなり萎れが激しく出てしまう場合は、蒸散抑制剤（プロテッ

クα 500 ～ 1000 倍）をうまく活用し萎れ防止に努めましょう。

　露地栽培については、降雨により通路に水が溜まったままの状態になってしまうと根痛みを引き起こ

す可能性がありますので、排水対策を行ってください。

●肥料管理について

　潅水量、収穫量ともに増える時期のため、肥料切れには注意してください。日差しが強いため樹が締

まることで葉色は濃くなり肥料は十分に効いてると見えがちですが、つるの伸びや実の回転は冬場より

旺盛のためその分肥料を消費しており肥料が不足している可能性が充分に考えられます。収穫量や樹勢

に応じた施肥管理が必要です。

●黄化えそ対策について

　促成栽培・半促成栽培・早熟栽培の方につきましては６月いっぱいの作付けになる方が多いかと思わ

れます。作終了前には重点防除を行いスリップスの密度低減に努めてください。また、作終了後は抜根

し、必ず 20 日程度ハウスを締め込んでつるを十分に枯らしてからハウス外に持ち出すようにして下さ

い。持ち出した残渣についてはビニールで必ず被覆してください。圃場から離れた場所に残渣を捨てる

場合は移動の際の被覆と現地での被覆を必ずお願いします。作付け期間中にスリップス等の害虫の発生

が見られた圃場につきましては、ハウス外に持ち出さないよう十分に気を付けてください。

　作終了後の土壌消毒を行う際は、ハウスに生えている雑草もしっかり除草してから行ってください。

雑草のある状態で行うと消毒が完全に行われず、害虫の隠れ家にもなってしまいます。次作のためにも

しっかりと行いましょう。資材につきましても、つる枯れ病などの菌の付着が考えられますので、農業

用資材の消毒剤（ケミクロンＧ 1000 倍）等を使用し次作に持ち越さないようにしましょう。消毒剤を

使用する際は、資材の劣化を招いてしまうことがあるため注意書きをよく読んで使用してください。

きゅうりの管理について
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　梅雨が明けると、高温多湿・強日射による体調不良や熱中症が発生しやすくなり、注意が必要な時期です。

この時期の収穫は天候に非常に左右され易く、年々圃場内での排水不良による腐敗や収穫遅れによる品質の低

下など影響が見られています。

　天候が収穫や作付けの準備に影響を与えますが、収穫は天気の良い日、又は土が乾いてから行って下さい。

　湿った土の付着・収穫物の乾かない状態が続くと、収穫時の傷から病原菌や雑菌が侵入・繁殖し、腐敗やカ

ビの発生原因となります。選別・調整も風通しの良い日陰などで行って下さい。

　栽培管理記録簿の提出が遅れている傾向にあります。出荷７～３日前を目安に提出をお願いします。

　極端に気温の高い日も年々増えています。体調にも留意し、管理・作業を行って下さい。

今後の管理

　短時間の強い雨や台風に備え、排水溝と排水口を整備し、圃場に長時間水が溜まらないようにして下さい。

晴天が続く場合は高温・乾燥状態になり、アブラムシ、スリップス、ダニ、ヨトウムシ等害虫が多発します。

作付け終了後は速やかに片付けを行い、圃場周囲の草払い等次期作に向けた栽培環境の整備を心掛けて下さい。

　○アブラムシ

　～シルバーテープの設置（反射する光を嫌い、寄生が抑えられる）

　○ヨトウムシ

　～フェロモントラップの設置（雄成虫の捕獲により繁殖を抑える）

　○ダニ・スリップス

　～葉や茎に付きます。生育が良く、発生がわずかなうちは生育への影響は少ないと考えられますが、増殖が

早いので、密度が増えてからの対応は困難になります。

　◎活性剤等の定期的散布により草勢の維持に心掛けて下さい。

※高温・乾燥により害虫は多く発生しますので、晴天が続き、圃場が乾燥する場合、スプリンクラー等で散水

し乾燥を防ぐことで発生が抑えられることもあります。

　芋が最も肥大する時期の高温・乾燥による水分不足は収量・品質ともに大きな影響を与えます。晴天が続き

圃場が乾燥するときは、５～６日間隔で１回の灌水（散水）量２０～３０ｍｍ程度を目安に灌水（散水）を行っ

て下さい。

　マルチを除去した所では土寄せを行って下さい。また、元肥が少ない所や雨等で肥料が抜けた所では草勢を

みて追肥（粒王７号２～３袋）も行って下さい。

　乾燥する事でヨトウムシ・アブラムシ・ダニ等の発生が多くなります。発生が見られる前の予防策を行って

下さい（産直契約出荷分は農薬の使用はできません）。

　また、里芋栽培における重要病害である「疫病」が急激に広がる時期でもあります。

　曇雨天時の高温・多湿、芋の肥大による負担や肥切れによる草勢低下、害虫の食害痕からの病原の侵入、通

風の悪さなどが重なると発生の助長に繋がりますので、注意をお願いします。

　梅雨明け後の天候により病害虫の発生状況も変わってきます。予防を中心に管理を行って下さい。移植後 40

～ 50 日が初期の生育が旺盛になる時期にあたり、土寄せと同時に追肥も行って下さい。最初の土寄せから 20

～ 30 日間隔で、除草も兼ねて土寄せを行って下さい。

　土寄せは軟白部分の長い品質の良い白ねぎに仕上げるために必要な作業ですが、夏場の高温時期は草勢も低

下しているので、１回の土寄せは軽めに行って下さい。

　除草の遅れは白ねぎの生育遅れ、病害虫被害による品質の低下や除草中の欠株の原因となります。草が繁茂

しないうちに行いましょう。

　挿苗後、100 ～ 120 日が収穫適期になります。栽培期間中雑草が多かった圃場では早めに収穫をするようにし

て下さい。

　排水不良圃場では圃場内での腐敗等も予想されますので、排水溝・排水口の設置は確実に行って下さい。

　重要病害である「甘藷基腐病」にも注意をお願いします。異常が見られる場合はご連絡下さい。

露地野菜生産者のみなさまへ

白ねぎ

甘　藷

里　　芋
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　果梗部全体にコルクがまわったら収穫適期です。未熟果の収穫は腐敗の原因となります。収穫後はキュアリ

ングを行い、完全に風乾を行って下さい。

　＜キュアリングと風乾について＞

　キュアリングとは風乾前に果実をハウス内の高温条件下に置き、収穫時の傷口をコルク化させることにより、

病原菌の抑制、果梗部の乾燥を促進させ、出荷後の腐敗を抑えます。

　風乾については、キュアリング後に果実を乾燥させ、澱粉質から糖質への移行を促進させます。

－方法－

（１）ハウス内に台を作り、スノコなどの上に南瓜を重ね、日焼け防止のためにムシロをかぶせる。

（２）ハウス内を密閉して 35 ～ 40℃の状態を１時間行った後、直ちに換気し温度を下げる。

（３）この作業を２回（１日１回×２日）行い、直ちに風通しの良い日陰に移し、１週間程度風乾する。

（４）梅雨時期など湿度が高い場合は、扇風機などを利用し、果実の乾燥に努める。

夏・秋作に向けて

　　春作終了後、次の作付けに向けて土作りを行いましょう。

　　堆肥の施用は作付け１ヶ月前までに行って下さい。年に１度は施用しましょう。

未熟堆肥施用直後の作付けは、病害虫や生育障害の発生要因になります。完熟堆肥を使用するか、作付けまで

の期間を十分に確保するなどの対応を行って下さい。

　　センチュウ対策などには、ソルゴーなどの緑肥作物の作付けを行いましょう。播種から 50 ～ 60 日後に鋤

き込み時期になります。その後、最低 2 週間は緑肥の分解等の期間が必要になるので、その期間も考慮し、次

期の作付けを計画して下さい。また、水が溜められる圃場では湛水も有効な方法と考えられます。

土壌分析を行いましょう

　　圃場の土壌状態を把握することで、適切な施肥・管理が行え、品質のよい作物を生産することができます。

収穫終了後、堆肥を施用する前に土壌分析を行いましょう。

　　過不足による病虫害の発生や、生育障害などの問題がありますので、分析を行ってから施肥をして下さい。

　　詳しい内容は開発センターまたは生産指導課までお願いします。

問い合わせ先：生産指導課　77‐2241

かぼちゃ
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令和４年７月　主な行事 Ａコープ
廃プラ
受入日

１ 金 第 64 回宮崎中部地区枝肉共励会 週末特価市

２ 土

３ 日

４ 月 ちょっきり市

５ 火

６ 水 ポイント３倍デー
ビニール

（塩ビのみ）

７ 木

８ 金 成牛市

９ 土　子牛セリ 大漁祭

10 日

11 月 ちょっきり市

12 火 子牛品評会

13 水 ポイント３倍デー ポリ

14 木 理事会 13：30 第２弾 20 周年大創業祭

15 金

16 土

17 日

18 月 海の日 ちょっきり市

19 火

20 水 ポイント３倍デー
ビニール

（塩ビのみ）

21 木

22 金 土用丑の日

23 土

24 日

25 月 ちょっきり市

26 火

27 水 宮崎牛共励会 ポイント３倍デー ポリ

28 木

29 金 肉の日＆ポイント５倍デー

30 土

31 日


